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No. 27 (1982) 

新ペプチド抗生物質248の構造

城鹿映明Y降旗一夫，＊遠藤豊成，瀬戸治男，＊大岳望＊

〔日本農芸化学会昭和57年度大会（1982年4月）で発表〕

〔自的〕 抗生物質 248は Streρtomycescirratusの代謝産物で，葉酸の最を制限した培地で、生

育させた乳酸菌に対し活性を示すペプチドであり，前回その単離，精製について説明した。1) 今

回はその化学構造を決定したので報告する。

〔方法および結果1 248-A(l), Ca1H5aN1011・HCL MW727 (FDMS, M＋十H728, M＋十Na

750) I mp 220°C (dee,), ,(~ 225 nm ( C 4400）， ν聡 1650cm時 1,pKa' 3.4, 6.7, 8.8，ニンヒドリ

ンに僅かに呈色〈うす紫色〉する白色粉末である。 6N HCI, 120°C, 16時間の加水分解により

Leu, Ala, Ser， α~－diaminobutyric acid （α，fi-Dab), hydroxymethyl-serine (HM-Ser）を各 1

モルづっ与えるがその他に酸に不安定な 2つのアミノ酸 Xおよび Yを含有する。 1の 1H-NMR

(DMSO-d6）より Leu,Ala, Ser，α介Dabの αーアミノ基はアミド結合を形成しているが， αか
Dab-fi醐NH2は freeであることが明らかとなった。 1を温和な条件下で部分加水分解を行なうこ

とにより HM昨 Ser-Ala,Dab-X”Leu, Leu-Y, Leu-Y-Serのフラグメントが得られ（3S-2,3,4,5-

tetrahydropyridazine-3舗 carboxylicacid (X), 2-amino-3-methyl(-[EJ-2帽 pentenoicacid (Y）を

含むを直鎖のペプチド（1）と決定された。 248叩 Aの Leuが Alaに変化した 248-Bからは Dab-

X噌 Alaが得られ，（2）の構造を有することが明らかとなった。

erythr。

1) 昭和56年度農化大会講演要旨集， p.139. 
申東京大学応用微生物研究所．
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248『 A(l) R=CH2CH(CHa)2 
248由 B(2) R=CHa 


